
政策提言協議会（全体会）

政策提言協議会（分科会）

分科会を経て

総務委員会

ハラスメント研修7/10（金）

8/27（木） 8/27（木） 8/28（金） 8/28（金）

９/４（金）

7/29（水）

政策提言協議会での意見がどう生かされた
決算審査になったか、決算審査はP8から掲載

令和７年度決算審査で数字ではなくその成果を 審査するために、委員会の枠を取り払った６つのグループで、どのような観点で、決算審査をして
いけばいいのか、意見交換会を行いました。　 そこで出された意見の一部を紹介します。

決算は、最小経費で最大の効果があがったのか、 確認・検証するところ。
「成果」が出たのか、出ていないなら、「委員会 として市に何を求めるのか」「来年の予算にどう反映させていくか」が重要。（渡辺アドバイザーより）

⑴移住応援給付金
　〇人口は増えたか。 〇給付金要綱の目的は達成されているか。

⑵自治公民館支援
　〇地域が盛り上がったのか。
　〇20 代、30 代の加入率は？

⑶国スポ・障スポ（都城運動公園整備事業等）
　〇キャンプ・合宿等の利活用は考えているか。
　〇宿泊等経済効果の視点はあるか。

⑷若者交流促進事業、都城出会い創出事業
　〇出会いの場が増えたか。
　〇事業概要に「地域全体の出会いや結婚に対する機運を
　　高めます」とあるが、機運が高まったのか。

文教厚生委員会

１移住応援給付金
２自治公民館支援
３国スポ・障スポ
　（都城運動公園整備事業等）

　議員・職員が互いを尊重し、安心して議会活動
に取り組める環境づくりのため、弁護士の帖佐直
美氏を講師に、ハラスメントに関する研修を実施
しました。
　研修ではパワーハラスメント、セクシュアルハ
ラスメント、ジェンダー・ハラスメントなどにつ
いて、議員と職員、議員同士の間で実際に起こり
得る事例を交えながら学び、意識を高める貴重な
機会となりました。

一般質問検討会
　９月定例会に向け、一般質問の内容について検討
会を行いました。各議員が市民の皆様から寄せられ
た声や地域課題を持ち寄り、よりよい質問となるよ
う意見交換を重ねながら、論点の整理を進めました。

それぞれの立場からの意見や経験を共有すること
で、違う角度や視点からの意見を聞くことができ、
より良い施策につながる多くの気づきを得ること
ができました。

産業経済委員会

互いを尊重し、安心して働ける議会を目指して

市民の声を市政につなげるために

その一言、大丈夫？互いを尊重できる議会へ

相手の立場を考え、互いを尊重する議会へ。
学びを日々の議会活動に生かしていきます。

多角的な意見を生かし、市民の声に応える
質の高い一般質問を目指していきます。

総務委員会
１健康寿命の延伸
２フレイル対策強化と
　健康寿命の延伸
３子供の居場所
　不登校児童・生徒の居場所

１市営住宅
　入居率・空室数
２公園
　トイレ・維持管理

１中心市街地の活性化
　（中心市街地居住推進事業）

２儲かる農業・新規就農

⑴健康寿命の延伸
　①こけないからだづくり講座の参加者数はどうか。
　②健康増進施設利用助成券
　　〇対象者数、申込者数、交付枚数、利用枚数はどうか。
⑵子どもの居場所
　①不登校児童・生徒の居場所
　　〇施設等を利用していない児童・生徒への対応をどう考
　　　えているのか。

建設委員会
⑴市営住宅
　〇入居率・空室数の推移は？

⑵公園
　〇トイレ・草刈り等の維持管理について満足度調査が行わ
　　れているのか。

⑶道路
　〇未整備の道路について危険個所はないのか。これからの
　　見通しは？

⑴中心市街地の活性化（中心市街地居住推進事業）
　〇中心市街地の定住人口の増加、子育て世代を増加させ
　　たい目的は何か。
　〇「居心地がよく歩きたくなるまち」についての市民の評価
　　はしたのか。　

⑵儲かる農業・新規就農
　〇第 2 期総合戦略の KPI 「新規就牒者数」が目標値を達成
　　できなかった理由は？

⑶スポーツによる地域経済の活性化　
　〇市民全体への経済波及効果があったのか。

テーマ テーマ テーマテーマ
文教厚生委員会 建設委員会産業経済委員会

都城市議会では、
議員の資質向上を目的として、
様々な研修会を開催しています。

主な検討テーマ

子どもの遊び場・
居場所

子ども食堂

奨学金儲かる農業

子どもフィロソフィ

など
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分科会を経て

総務委員会

ハラスメント研修7/10（金）

8/27（木） 8/27（木） 8/28（金） 8/28（金）

９/４（金）

7/29（水）

政策提言協議会での意見がどう生かされた
決算審査になったか、決算審査はP8から掲載

令和７年度決算審査で数字ではなくその成果を 審査するために、委員会の枠を取り払った６つのグループで、どのような観点で、決算審査をして
いけばいいのか、意見交換会を行いました。　 そこで出された意見の一部を紹介します。

決算は、最小経費で最大の効果があがったのか、 確認・検証するところ。
「成果」が出たのか、出ていないなら、「委員会 として市に何を求めるのか」「来年の予算にどう反映させていくか」が重要。（渡辺アドバイザーより）

⑴移住応援給付金
　〇人口は増えたか。 〇給付金要綱の目的は達成されているか。

⑵自治公民館支援
　〇地域が盛り上がったのか。
　〇20 代、30 代の加入率は？

⑶国スポ・障スポ（都城運動公園整備事業等）
　〇キャンプ・合宿等の利活用は考えているか。
　〇宿泊等経済効果の視点はあるか。

⑷若者交流促進事業、都城出会い創出事業
　〇出会いの場が増えたか。
　〇事業概要に「地域全体の出会いや結婚に対する機運を
　　高めます」とあるが、機運が高まったのか。

文教厚生委員会

１移住応援給付金
２自治公民館支援
３国スポ・障スポ
　（都城運動公園整備事業等）

　議員・職員が互いを尊重し、安心して議会活動
に取り組める環境づくりのため、弁護士の帖佐直
美氏を講師に、ハラスメントに関する研修を実施
しました。
　研修ではパワーハラスメント、セクシュアルハ
ラスメント、ジェンダー・ハラスメントなどにつ
いて、議員と職員、議員同士の間で実際に起こり
得る事例を交えながら学び、意識を高める貴重な
機会となりました。

一般質問検討会
　９月定例会に向け、一般質問の内容について検討
会を行いました。各議員が市民の皆様から寄せられ
た声や地域課題を持ち寄り、よりよい質問となるよ
う意見交換を重ねながら、論点の整理を進めました。

それぞれの立場からの意見や経験を共有すること
で、違う角度や視点からの意見を聞くことができ、
より良い施策につながる多くの気づきを得ること
ができました。

産業経済委員会

互いを尊重し、安心して働ける議会を目指して

市民の声を市政につなげるために

その一言、大丈夫？互いを尊重できる議会へ

相手の立場を考え、互いを尊重する議会へ。
学びを日々の議会活動に生かしていきます。

多角的な意見を生かし、市民の声に応える
質の高い一般質問を目指していきます。

総務委員会
１健康寿命の延伸
２フレイル対策強化と
　健康寿命の延伸
３子供の居場所
　不登校児童・生徒の居場所

１市営住宅
　入居率・空室数
２公園
　トイレ・維持管理

１中心市街地の活性化
　（中心市街地居住推進事業）

２儲かる農業・新規就農

⑴健康寿命の延伸
　①こけないからだづくり講座の参加者数はどうか。
　②健康増進施設利用助成券
　　〇対象者数、申込者数、交付枚数、利用枚数はどうか。
⑵子どもの居場所
　①不登校児童・生徒の居場所
　　〇施設等を利用していない児童・生徒への対応をどう考
　　　えているのか。

建設委員会
⑴市営住宅
　〇入居率・空室数の推移は？

⑵公園
　〇トイレ・草刈り等の維持管理について満足度調査が行わ
　　れているのか。

⑶道路
　〇未整備の道路について危険個所はないのか。これからの
　　見通しは？

⑴中心市街地の活性化（中心市街地居住推進事業）
　〇中心市街地の定住人口の増加、子育て世代を増加させ
　　たい目的は何か。
　〇「居心地がよく歩きたくなるまち」についての市民の評価
　　はしたのか。　

⑵儲かる農業・新規就農
　〇第 2 期総合戦略の KPI 「新規就牒者数」が目標値を達成
　　できなかった理由は？

⑶スポーツによる地域経済の活性化　
　〇市民全体への経済波及効果があったのか。
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都城市議会では、
議員の資質向上を目的として、
様々な研修会を開催しています。
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